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そこで、エタノール１０％混合利用に関する研究が必そこで、エタノール１０％混合利用に関する研究が必そこで、エタノール１０％混合利用に関する研究が必そこで、エタノール１０％混合利用に関する研究が必

要との認識から、今後の燃料と自動車の技術課題要との認識から、今後の燃料と自動車の技術課題要との認識から、今後の燃料と自動車の技術課題要との認識から、今後の燃料と自動車の技術課題､､､､

および対応策を検討する。および対応策を検討する。および対応策を検討する。および対応策を検討する。

日本日本日本日本のエネルギー戦略として、運輸部門の石油依存のエネルギー戦略として、運輸部門の石油依存のエネルギー戦略として、運輸部門の石油依存のエネルギー戦略として、運輸部門の石油依存

度を下げること、その際に必要となる燃料多様化に向度を下げること、その際に必要となる燃料多様化に向度を下げること、その際に必要となる燃料多様化に向度を下げること、その際に必要となる燃料多様化に向

けてバイオマス由来燃料、特にバイオエタノールの導けてバイオマス由来燃料、特にバイオエタノールの導けてバイオマス由来燃料、特にバイオエタノールの導けてバイオマス由来燃料、特にバイオエタノールの導

入が重要とされている。入が重要とされている。入が重要とされている。入が重要とされている。

ガソリン車バイオ燃料ガソリン車バイオ燃料ガソリン車バイオ燃料ガソリン車バイオ燃料WGWGWGWGの目的の目的の目的の目的

※エタノール10％混合→以下“E10”と記載
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ガソリン混合用ガソリン混合用ガソリン混合用ガソリン混合用としてのエタノールの特徴としてのエタノールの特徴としてのエタノールの特徴としてのエタノールの特徴

H:水素水素水素水素
C:炭素炭素炭素炭素
O:酸素酸素酸素酸素

極性が強い部分極性が強い部分極性が強い部分極性が強い部分

（水の特性に近い）（水の特性に近い）（水の特性に近い）（水の特性に近い）

C2H5-O-H

� 蒸気圧の大きな上昇蒸気圧の大きな上昇蒸気圧の大きな上昇蒸気圧の大きな上昇

� 蒸留特性の過度の変化蒸留特性の過度の変化蒸留特性の過度の変化蒸留特性の過度の変化

� 含酸素化合物（含酸素化合物（含酸素化合物（含酸素化合物（35mass%35mass%35mass%35mass%
の酸素）の酸素）の酸素）の酸素）

� 低発熱量低発熱量低発熱量低発熱量（（（（ガソリン比較）ガソリン比較）ガソリン比較）ガソリン比較）

� 極性が強い物質による極性が強い物質による極性が強い物質による極性が強い物質による
品質影響品質影響品質影響品質影響

燃料系部品の損傷燃料系部品の損傷燃料系部品の損傷燃料系部品の損傷

金属腐食、ゴム等の膨潤金属腐食、ゴム等の膨潤金属腐食、ゴム等の膨潤金属腐食、ゴム等の膨潤

蒸発ガスが増加する蒸発ガスが増加する蒸発ガスが増加する蒸発ガスが増加する

自動車自動車自動車自動車、ｴﾝｼﾞﾝに対して、ｴﾝｼﾞﾝに対して、ｴﾝｼﾞﾝに対して、ｴﾝｼﾞﾝに対して

影響が懸念される現象等影響が懸念される現象等影響が懸念される現象等影響が懸念される現象等考慮すべき燃料特性等考慮すべき燃料特性等考慮すべき燃料特性等考慮すべき燃料特性等

排出排出排出排出ガスが悪化するガスが悪化するガスが悪化するガスが悪化する

• サトウキビ等の糖類を原料とし、発酵法により製造サトウキビ等の糖類を原料とし、発酵法により製造サトウキビ等の糖類を原料とし、発酵法により製造サトウキビ等の糖類を原料とし、発酵法により製造

• 単一の化学物質単一の化学物質単一の化学物質単一の化学物質 CCCC2222HHHH5555OHOHOHOH （（（（分子量分子量分子量分子量46464646）））） 沸点：沸点：沸点：沸点：78787878℃℃℃℃

• 高い酸素含有率高い酸素含有率高い酸素含有率高い酸素含有率(35mass%)(35mass%)(35mass%)(35mass%)

• 分子内部に強い極性部分（分子内部に強い極性部分（分子内部に強い極性部分（分子内部に強い極性部分（----OOOO----HHHH）を持ち、）を持ち、）を持ち、）を持ち、

これにより石油系燃料とは大きく特性がこれにより石油系燃料とは大きく特性がこれにより石油系燃料とは大きく特性がこれにより石油系燃料とは大きく特性が
異なる異なる異なる異なる

運転性や始動性が悪化する運転性や始動性が悪化する運転性や始動性が悪化する運転性や始動性が悪化する
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・・・・50％留出温度は、車両の排出ガス（テールパイプ）や運転性へ影響を及ぼ％留出温度は、車両の排出ガス（テールパイプ）や運転性へ影響を及ぼ％留出温度は、車両の排出ガス（テールパイプ）や運転性へ影響を及ぼ％留出温度は、車両の排出ガス（テールパイプ）や運転性へ影響を及ぼ
す重要な特性であり、エタノールす重要な特性であり、エタノールす重要な特性であり、エタノールす重要な特性であり、エタノール10％混合による影響が懸念される％混合による影響が懸念される％混合による影響が懸念される％混合による影響が懸念される

T50: 75 - 110˚̊̊̊C
運転性、運転性、運転性、運転性、排出排出排出排出ガス影響ガス影響ガス影響ガス影響

エタノール混合がエタノール混合がエタノール混合がエタノール混合がガソリン蒸留性状に与える影響ガソリン蒸留性状に与える影響ガソリン蒸留性状に与える影響ガソリン蒸留性状に与える影響
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・・・・50505050％留出温度は、車両の排出ガス（テールパイプ）や運転性へ影響を及ぼ％留出温度は、車両の排出ガス（テールパイプ）や運転性へ影響を及ぼ％留出温度は、車両の排出ガス（テールパイプ）や運転性へ影響を及ぼ％留出温度は、車両の排出ガス（テールパイプ）や運転性へ影響を及ぼ
す重要な特性であり、エタノールす重要な特性であり、エタノールす重要な特性であり、エタノールす重要な特性であり、エタノール10101010％混合による影響が懸念される％混合による影響が懸念される％混合による影響が懸念される％混合による影響が懸念される

・高沸点基材により・高沸点基材により・高沸点基材により・高沸点基材によりT50T50T50T50を調整した場合はを調整した場合はを調整した場合はを調整した場合はT90T90T90T90ががががJISJISJISJIS上限となる可能性がある上限となる可能性がある上限となる可能性がある上限となる可能性がある

E10

現状のガソリン（現状のガソリン（現状のガソリン（現状のガソリン（E0E0E0E0）にエタノールを）にエタノールを）にエタノールを）にエタノールを10101010％混合（％混合（％混合（％混合（E10E10E10E10）すると）すると）すると）すると50505050％留出温度が大きく低下する％留出温度が大きく低下する％留出温度が大きく低下する％留出温度が大きく低下する

エタノールは沸点エタノールは沸点エタノールは沸点エタノールは沸点78℃℃℃℃であるが、ガソリンに混合されるとエタノールの高い蒸発であるが、ガソリンに混合されるとエタノールの高い蒸発であるが、ガソリンに混合されるとエタノールの高い蒸発であるが、ガソリンに混合されるとエタノールの高い蒸発

特性が発揮され、混合ガソリンの蒸留特性に大きな影響を及ぼす。特性が発揮され、混合ガソリンの蒸留特性に大きな影響を及ぼす。特性が発揮され、混合ガソリンの蒸留特性に大きな影響を及ぼす。特性が発揮され、混合ガソリンの蒸留特性に大きな影響を及ぼす。



5555

エタノール混合ガソリンはエタノール混合ガソリンはエタノール混合ガソリンはエタノール混合ガソリンはJISJISJISJIS規格であるリード蒸気圧（規格であるリード蒸気圧（規格であるリード蒸気圧（規格であるリード蒸気圧（RVPRVPRVPRVP）測定温度（）測定温度（）測定温度（）測定温度（37.837.837.837.8℃℃℃℃）でガソリ）でガソリ）でガソリ）でガソリ
ンンンン（（（（E0E0E0E0））））と差が無い場合でも、高温になると蒸気圧は差が大きくなるため、車両からの蒸と差が無い場合でも、高温になると蒸気圧は差が大きくなるため、車両からの蒸と差が無い場合でも、高温になると蒸気圧は差が大きくなるため、車両からの蒸と差が無い場合でも、高温になると蒸気圧は差が大きくなるため、車両からの蒸
発ガス、高温時の運転性への影響が懸念される。発ガス、高温時の運転性への影響が懸念される。発ガス、高温時の運転性への影響が懸念される。発ガス、高温時の運転性への影響が懸念される。

エタノール混合がガソリン蒸気圧エタノール混合がガソリン蒸気圧エタノール混合がガソリン蒸気圧エタノール混合がガソリン蒸気圧に与える影響に与える影響に与える影響に与える影響
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ガソリン（ガソリン（ガソリン（ガソリン（RVP63kPaRVP63kPaRVP63kPaRVP63kPa）にエタノールを混合した場合）にエタノールを混合した場合）にエタノールを混合した場合）にエタノールを混合した場合
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温度温度温度温度((((℃）℃）℃）℃）

RVPRVPRVPRVP測定温度測定温度測定温度測定温度

(37.8(37.8(37.8(37.8℃）℃）℃）℃）

燃料ﾀﾝｸ温度燃料ﾀﾝｸ温度燃料ﾀﾝｸ温度燃料ﾀﾝｸ温度

（（（（55555555℃℃℃℃前後）前後）前後）前後）

蒸気発生量増大蒸気発生量増大蒸気発生量増大蒸気発生量増大
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E10E10E10E10が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響

T50はT50はT50はT50は
沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる
基材で調整基材で調整基材で調整基材で調整

T50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限を
下回る可能性下回る可能性下回る可能性下回る可能性

蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧
（RVP）（RVP）（RVP）（RVP）

7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加
（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量

増加）増加）増加）増加）

ﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜く
などで調整などで調整などで調整などで調整

　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量
　増加の影響　増加の影響　増加の影響　増加の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

材料適合性材料適合性材料適合性材料適合性
（ゴム）（ゴム）（ゴム）（ゴム）

ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過 ----
　透過の影響　透過の影響　透過の影響　透過の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

金属腐食金属腐食金属腐食金属腐食
酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影

響有り？響有り？響有り？響有り？

ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂
の膨潤の膨潤の膨潤の膨潤

ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影
響有り？響有り？響有り？響有り？

燃料品質燃料品質燃料品質燃料品質
エタノール10％エタノール10％エタノール10％エタノール10％
混合による燃料混合による燃料混合による燃料混合による燃料
品質への影響品質への影響品質への影響品質への影響

燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される
主な課題主な課題主な課題主な課題

保存安定性保存安定性保存安定性保存安定性
（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ
ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）

車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム
への影響への影響への影響への影響

④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影
響調査響調査響調査響調査

車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題 研究項目研究項目研究項目研究項目

①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO2222への影への影への影への影

響調査響調査響調査響調査

②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査
・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握
・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握

③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調
査査査査
・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）
・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響
把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）

蒸留性状蒸留性状蒸留性状蒸留性状

50％50％50％50％
留出温度留出温度留出温度留出温度

10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下

　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留
　特性の影響　特性の影響　特性の影響　特性の影響
　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス
　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性
（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転
性）性）性）性）
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T50はT50はT50はT50は
沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる
基材で調整基材で調整基材で調整基材で調整

T50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限を
下回る可能性下回る可能性下回る可能性下回る可能性

蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧
（RVP）（RVP）（RVP）（RVP）

7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加
（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量

増加）増加）増加）増加）

ﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜く
などで調整などで調整などで調整などで調整

　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量
　増加の影響　増加の影響　増加の影響　増加の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

材料適合性材料適合性材料適合性材料適合性
（ゴム）（ゴム）（ゴム）（ゴム）

ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過 ----
　透過の影響　透過の影響　透過の影響　透過の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

金属腐食金属腐食金属腐食金属腐食
酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影

響有り？響有り？響有り？響有り？

ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂
の膨潤の膨潤の膨潤の膨潤

ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影
響有り？響有り？響有り？響有り？

燃料品質燃料品質燃料品質燃料品質
エタノール10％エタノール10％エタノール10％エタノール10％
混合による燃料混合による燃料混合による燃料混合による燃料
品質への影響品質への影響品質への影響品質への影響

燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される
主な課題主な課題主な課題主な課題

保存安定性保存安定性保存安定性保存安定性
（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ
ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）

車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム
への影響への影響への影響への影響

④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影
響調査響調査響調査響調査

車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題 研究項目研究項目研究項目研究項目

①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO2222への影への影への影への影

響調査響調査響調査響調査

②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査
・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握
・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握

③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調
査査査査
・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）
・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響
把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）

蒸留性状蒸留性状蒸留性状蒸留性状

50％50％50％50％
留出温度留出温度留出温度留出温度

10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下

　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留
　特性の影響　特性の影響　特性の影響　特性の影響
　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス
　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性
（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転
性）性）性）性）

E10E10E10E10が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響
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検討内容検討内容検討内容検討内容

エタノール混合ガソリンに対しても従来の燃料品質指標が適用可能かを幅広い車両エタノール混合ガソリンに対しても従来の燃料品質指標が適用可能かを幅広い車両エタノール混合ガソリンに対しても従来の燃料品質指標が適用可能かを幅広い車両エタノール混合ガソリンに対しても従来の燃料品質指標が適用可能かを幅広い車両

で、で、で、で、 E10E10E10E10ガソリンのガソリンのガソリンのガソリンのT50T50T50T50 がががが排出排出排出排出ガス、燃費ガス、燃費ガス、燃費ガス、燃費/ / / / COCOCOCO
2222
に及ぼす影響に及ぼす影響に及ぼす影響に及ぼす影響を把握するを把握するを把握するを把握する

①排出ｶﾞｽ、燃費①排出ｶﾞｽ、燃費①排出ｶﾞｽ、燃費①排出ｶﾞｽ、燃費/CO/CO/CO/CO
2222
への影響調査への影響調査への影響調査への影響調査

＜試験車両＞＜試験車両＞＜試験車両＞＜試験車両＞

4444輪車：輪車：輪車：輪車：4444台台台台（小型乗用車（小型乗用車（小型乗用車（小型乗用車1111台、軽自動車台、軽自動車台、軽自動車台、軽自動車3333台台台台）、）、）、）、 2222輪車：輪車：輪車：輪車：3333台台台台

＜試験モード＞＜試験モード＞＜試験モード＞＜試験モード＞

4444輪車：輪車：輪車：輪車：11111111モードモードモードモード（（（（ColdColdColdColdスタート：エンジン冷機状態からの走行モード）スタート：エンジン冷機状態からの走行モード）スタート：エンジン冷機状態からの走行モード）スタート：エンジン冷機状態からの走行モード）

10101010----15151515モードモードモードモード （（（（HotHotHotHotスタート：エンジン暖機状態の走行モード）スタート：エンジン暖機状態の走行モード）スタート：エンジン暖機状態の走行モード）スタート：エンジン暖機状態の走行モード）

2222輪車：輪車：輪車：輪車：2222輪モード輪モード輪モード輪モード （エンジン冷機状態からの走行モード）（エンジン冷機状態からの走行モード）（エンジン冷機状態からの走行モード）（エンジン冷機状態からの走行モード）

＜＜＜＜評価項目評価項目評価項目評価項目＞＞＞＞

非メタン炭化水素（非メタン炭化水素（非メタン炭化水素（非メタン炭化水素（NMHCNMHCNMHCNMHC）または全炭化水素（）または全炭化水素（）または全炭化水素（）または全炭化水素（THC)THC)THC)THC)、、、、窒素酸化物窒素酸化物窒素酸化物窒素酸化物
（（（（NOxNOxNOxNOx））））、、、、一酸化炭素（一酸化炭素（一酸化炭素（一酸化炭素（COCOCOCO））））、アルデヒド、、アルデヒド、、アルデヒド、、アルデヒド、COCOCOCO2222、燃費、燃費、燃費、燃費
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試験車両（試験車両（試験車両（試験車両（4444輪）の諸元輪）の諸元輪）の諸元輪）の諸元

車 両 記 号車 両 記 号車 両 記 号車 両 記 号 車 両 AA車 両 AA車 両 AA車 両 AA 車 両 D A車 両 D A車 両 D A車 両 D A 車 両 D B車 両 D B車 両 D B車 両 D B 車 両 EA車 両 EA車 両 EA車 両 EA

種 別種 別種 別種 別 小 型 乗 用 車小 型 乗 用 車小 型 乗 用 車小 型 乗 用 車 軽 自 動 車軽 自 動 車軽 自 動 車軽 自 動 車 軽 自 動 車軽 自 動 車軽 自 動 車軽 自 動 車 軽 自 動 車軽 自 動 車軽 自 動 車軽 自 動 車

排 出 ガ ス 基 準排 出 ガ ス 基 準排 出 ガ ス 基 準排 出 ガ ス 基 準
平成 17年基準平成 17年基準平成 17年基準平成 17年基準

排出ガス排出ガス排出ガス排出ガス
75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ

平成 17年基準平成 17年基準平成 17年基準平成 17年基準
排出ガス排出ガス排出ガス排出ガス

75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ

平成 17年基準平成 17年基準平成 17年基準平成 17年基準
排出ガス排出ガス排出ガス排出ガス

50％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ50％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ50％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ50％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ

平成 17年基準平成 17年基準平成 17年基準平成 17年基準
排出ガス排出ガス排出ガス排出ガス

75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ75％低減 ﾚﾍ ﾞﾙ

登 録 年登 録 年登 録 年登 録 年 平 成 19年平 成 19年平 成 19年平 成 19年 平 成 20年平 成 20年平 成 20年平 成 20年 平 成 20年平 成 20年平 成 20年平 成 20年 平 成 20年平 成 20年平 成 20年平 成 20年

排 気 量 　 L排 気 量 　 L排 気 量 　 L排 気 量 　 L 1 .51 .51 .51 .5 0 .660 .660 .660 .66 0 .660 .660 .660 .66 0 .660 .660 .660 .66

気 筒 数気 筒 数気 筒 数気 筒 数 直 列 ４直 列 ４直 列 ４直 列 ４ 直 列 ３直 列 ３直 列 ３直 列 ３ 直 列 ３直 列 ３直 列 ３直 列 ３ 直 列 ３直 列 ３直 列 ３直 列 ３

圧 縮 比圧 縮 比圧 縮 比圧 縮 比 10 .510 .510 .510 .5 10 .810 .810 .810 .8 9 .09 .09 .09 .0 9 .09 .09 .09 .0

過 給過 給過 給過 給 な しな しな しな し な しな しな しな し 有有有有 有有有有

燃 料 噴 射 シ ス テ ム燃 料 噴 射 シ ス テ ム燃 料 噴 射 シ ス テ ム燃 料 噴 射 シ ス テ ム PF IPF IPF IPF I PF IPF IPF IPF I PF IPF IPF IPF I D ID ID ID I

変 速 機変 速 機変 速 機変 速 機 C VTC VTC VTC VT C VTC VTC VTC VT C VTC VTC VTC VT C VTC VTC VTC VT

最 大 出 力 　 kw /rpm最 大 出 力 　 kw /rpm最 大 出 力 　 kw /rpm最 大 出 力 　 kw /rpm 81/600081/600081/600081/6000 43/720043/720043/720043/7200 47/600047/600047/600047/6000 47/650047/650047/650047/6500

最 大 ト ル ク  N・m /rpm最 大 ト ル ク  N・m /rpm最 大 ト ル ク  N・m /rpm最 大 ト ル ク  N・m /rpm 140/4400140/4400140/4400140/4400 65/400065/400065/400065/4000 103/3000103/3000103/3000103/3000 103/3500103/3500103/3500103/3500

燃 料燃 料燃 料燃 料 レ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ー レ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ー レ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ー レ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ーレ ギ ュ ラ ー

燃 料 タ ン ク 容 量 　 L燃 料 タ ン ク 容 量 　 L燃 料 タ ン ク 容 量 　 L燃 料 タ ン ク 容 量 　 L 50505050 36363636 36363636 30303030

試 験 時 走 行 距 離  km試 験 時 走 行 距 離  km試 験 時 走 行 距 離  km試 験 時 走 行 距 離  km
20500205002050020500

～～～～
36000360003600036000

4500450045004500
～～～～

17500175001750017500

4500450045004500
～～～～

20500205002050020500

5000500050005000
～～～～

20000200002000020000
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試験車両（試験車両（試験車両（試験車両（2222輪）の諸元輪）の諸元輪）の諸元輪）の諸元

車両記号 ２輪車１ ２輪車２ ２輪車３

種別 原付第一種 原付第二種 軽二輪車

排出ガス基準 平成18年基準 平成19年基準 平成18年基準

排気量 cc 49 107 249

エンジン種類
空冷

４ストローク
水冷

４ストローク
水冷

４ストローク

燃料供給装置形式 ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ

過給 なし なし なし

変速機 無段変速式 無段変速式 無段変速式

最大出力 kW/rpm 3.7/8000 6.6/7500 14/6500

最大トルク N・m/rpm 4.5/6500 9.3/6250 22/5000
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試験燃試験燃試験燃試験燃料料料料マトリックスマトリックスマトリックスマトリックス

50％留出温度(T50)の影響を検証するため、以下の試験燃料を用いた

＊＊＊＊E0E0E0E0（（（（T50T50T50T50：：：：75757575℃℃℃℃））））にエタノールをにエタノールをにエタノールをにエタノールを10101010％％％％スプラッシュブレンドスプラッシュブレンドスプラッシュブレンドスプラッシュブレンド

E0/E10E0/E10E0/E10E0/E10 E10*E10*E10*E10* E0/E10E0/E10E0/E10E0/E10 E0/E10E0/E10E0/E10E0/E10 E0/E10E0/E10E0/E10E0/E10 E0E0E0E0 E0/E10E0/E10E0/E10E0/E10 E0/E10E0/E10E0/E10E0/E10 E0/E10E0/E10E0/E10E0/E10 E0E0E0E0 (ETBE23)(ETBE23)(ETBE23)(ETBE23)

T10, ℃T10, ℃T10, ℃T10, ℃

T50, ℃T50, ℃T50, ℃T50, ℃ 65656565 75757575 100100100100 110110110110 120120120120 90909090 100100100100 110110110110 120120120120 100100100100

T90, ℃T90, ℃T90, ℃T90, ℃

RVP, kPaRVP, kPaRVP, kPaRVP, kPa 69696969

オクタン価オクタン価オクタン価オクタン価

65656565

150150150150

55以下55以下55以下55以下

97以上97以上97以上97以上

180（JIS上限）180（JIS上限）180（JIS上限）180（JIS上限）

（T90は、市場平均レベル（150℃）とJIS上限レベルの2つのグループ燃料を用いた）

T50：低温側：低温側：低温側：低温側 T50：高温側：高温側：高温側：高温側
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排出排出排出排出ガスガスガスガス----NMHCNMHCNMHCNMHC、、、、4444輪車輪車輪車輪車、、、、11111111モードモードモードモード
◆ E0 T90：150℃

■ E10 T90： 150℃

◇ E0 T90：JIS上限域

□ E10 T90：JIS上限域

△ETBE23 T90：JIS上限域

車両車両車両車両DA
（（（（PFIPFIPFIPFI））））

車両車両車両車両DB
(PFI/(PFI/(PFI/(PFI/過給）過給）過給）過給）

車両車両車両車両AA
（（（（PFIPFIPFIPFI））））

車両車両車両車両EA
((((直噴直噴直噴直噴////過給過給過給過給））））

車両車両車両車両AAAAAAAA、車両、車両、車両、車両DDDDAAAA、車両、車両、車両、車両DBDBDBDBははははT50T50T50T50：：：：110110110110℃℃℃℃ででででE0E0E0E0よりよりよりよりE10E10E10E10ののののNMHCNMHCNMHCNMHCが増加傾向が増加傾向が増加傾向が増加傾向が見られた。が見られた。が見られた。が見られた。
COCOCOCO、、、、NONONONOｘについても、車両によりｘについても、車両によりｘについても、車両によりｘについても、車両によりE0E0E0E0よりよりよりよりE10E10E10E10で増加傾向で増加傾向で増加傾向で増加傾向が見られた。が見られた。が見られた。が見られた。
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・・・・ColdColdColdColdスタート試験でスタート試験でスタート試験でスタート試験ではははは、、、、T50T50T50T50：：：：110110110110℃℃℃℃ででででE10E10E10E10の影響が見られた場合があった。また、アの影響が見られた場合があった。また、アの影響が見られた場合があった。また、アの影響が見られた場合があった。また、ア
セトアルデヒドセトアルデヒドセトアルデヒドセトアルデヒドがががが増加増加増加増加するするするする傾向が見られた。傾向が見られた。傾向が見られた。傾向が見られた。

・・・・HotHotHotHotスタート試験では、スタート試験では、スタート試験では、スタート試験では、E10E10E10E10の影響は見られなかった。の影響は見られなかった。の影響は見られなかった。の影響は見られなかった。

T50T50T50T50：高温側：高温側：高温側：高温側

排出ｶﾞｽ、燃費排出ｶﾞｽ、燃費排出ｶﾞｽ、燃費排出ｶﾞｽ、燃費/CO/CO/CO/CO
2222
への影響調査への影響調査への影響調査への影響調査結果結果結果結果

E10E10E10E10における傾向（における傾向（における傾向（における傾向（ E0E0E0E0との比較）との比較）との比較）との比較）
T50T50T50T50：低温側：低温側：低温側：低温側※ 2輪車においてはTHC

：E0に比較してE10は増加／ばらつく傾向

：E0とE10で差なし

：E0に比較してE10は減少傾向

T90, ℃℃℃℃
T50, ℃℃℃℃ 100 110 90 100 110 100 110 90 100 110 90 100 110

NMHC※※※※ →→→→ 3/4台台台台 →→→→ →→→→ 3/4台台台台 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→

CO →→→→ 3/4台台台台 →→→→ →→→→ 4/4台台台台 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ 3/3台台台台 3/3台台台台 3/3台台台台

NOx →→→→ 3/4台台台台 1/4台台台台 1/4台台台台 2/4台台台台 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ 1/3台台台台 1/3台台台台

燃費燃費燃費燃費(km/L) 4/4台台台台 4/4台台台台 4/4台台台台 4/4台台台台 4/4台台台台 3/3台台台台 3/3台台台台 3/3台台台台

燃費燃費燃費燃費(km/MJ) →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→

CO2 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→

ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 4/4台台台台 4/4台台台台 4/4台台台台 4/4台台台台 4/4台台台台 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ 3/3台台台台 3/3台台台台 3/3台台台台

2輪車2輪車2輪車2輪車

180

Coldスタートスタートスタートスタート

（（（（11モード）モード）モード）モード）

150

4輪車4輪車4輪車4輪車

Hotスタートスタートスタートスタート

(10・・・・15モードモードモードモード)
Coldスタートスタートスタートスタート
（２輪車モーﾄﾞ）（２輪車モーﾄﾞ）（２輪車モーﾄﾞ）（２輪車モーﾄﾞ）

180180150

ColdColdColdCold

ｽﾀｰﾄｽﾀｰﾄｽﾀｰﾄｽﾀｰﾄ
（11（11（11（11

ﾓｰﾄﾞ）ﾓｰﾄﾞ）ﾓｰﾄﾞ）ﾓｰﾄﾞ）

HotHotHotHot

ｽﾀｰﾄｽﾀｰﾄｽﾀｰﾄｽﾀｰﾄ

（11・15（11・15（11・15（11・15

ﾓｰﾄﾞ）ﾓｰﾄﾞ）ﾓｰﾄﾞ）ﾓｰﾄﾞ）

NMHC →→→→ →→→→

CO →→→→ →→→→

NOx →→→→ →→→→

燃費燃費燃費燃費(km/L) 4/4台台台台

燃費燃費燃費燃費(km/MJ) →→→→

CO2 →→→→ →→→→

ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 4/4台台台台 →→→→

４輪車４輪車４輪車４輪車
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T50はT50はT50はT50は
沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる
基材で調整基材で調整基材で調整基材で調整

T50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限を
下回る可能性下回る可能性下回る可能性下回る可能性

蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧
（RVP）（RVP）（RVP）（RVP）

7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加
（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量

増加）増加）増加）増加）

ﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜く
などで調整などで調整などで調整などで調整

　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量
　増加の影響　増加の影響　増加の影響　増加の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

材料適合性材料適合性材料適合性材料適合性
（ゴム）（ゴム）（ゴム）（ゴム）

ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過 ----
　透過の影響　透過の影響　透過の影響　透過の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

金属腐食金属腐食金属腐食金属腐食
酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影

響有り？響有り？響有り？響有り？

ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂
の膨潤の膨潤の膨潤の膨潤

ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影
響有り？響有り？響有り？響有り？

燃料品質燃料品質燃料品質燃料品質
エタノール10％エタノール10％エタノール10％エタノール10％
混合による燃料混合による燃料混合による燃料混合による燃料
品質への影響品質への影響品質への影響品質への影響

燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される
主な課題主な課題主な課題主な課題

保存安定性保存安定性保存安定性保存安定性
（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ
ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）

車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム
への影響への影響への影響への影響

④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影
響調査響調査響調査響調査

車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題 研究項目研究項目研究項目研究項目

①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO2222への影への影への影への影

響調査響調査響調査響調査

②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査
・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握
・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握

③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調
査査査査
・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）
・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響
把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）

蒸留性状蒸留性状蒸留性状蒸留性状

50％50％50％50％
留出温度留出温度留出温度留出温度

10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下

　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留
　特性の影響　特性の影響　特性の影響　特性の影響
　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス
　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性
（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転
性）性）性）性）

E10E10E10E10が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響
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検討内容検討内容検討内容検討内容

エタノール混合ガソリンに対しても従来の燃料品質指標が適用可能かを幅広い車両エタノール混合ガソリンに対しても従来の燃料品質指標が適用可能かを幅広い車両エタノール混合ガソリンに対しても従来の燃料品質指標が適用可能かを幅広い車両エタノール混合ガソリンに対しても従来の燃料品質指標が適用可能かを幅広い車両

で、で、で、で、 E10E10E10E10ガソリンのガソリンのガソリンのガソリンのT50T50T50T50 （高温側）（高温側）（高温側）（高温側）がががが運転性能運転性能運転性能運転性能((((加速性、始動性加速性、始動性加速性、始動性加速性、始動性、デメリット点数、デメリット点数、デメリット点数、デメリット点数))))に及に及に及に及

ぼす影響ぼす影響ぼす影響ぼす影響を把握する。を把握する。を把握する。を把握する。

また、また、また、また、T50T50T50T50ががががＪＩＳ下限のＪＩＳ下限のＪＩＳ下限のＪＩＳ下限のE0E0E0E0ガソリンにブレンドにてガソリンにブレンドにてガソリンにブレンドにてガソリンにブレンドにてE10E10E10E10を試製し、を試製し、を試製し、を試製し、T50T50T50T50ががががJISJISJISJIS下限を下回下限を下回下限を下回下限を下回

るるるるE10E10E10E10が、が、が、が、高温運転性能高温運転性能高温運転性能高温運転性能((((始動性、加速性始動性、加速性始動性、加速性始動性、加速性))))に及ぼす影響に及ぼす影響に及ぼす影響に及ぼす影響を把握を把握を把握を把握するするするする。。。。

②運転性への影響調査②運転性への影響調査②運転性への影響調査②運転性への影響調査

＜試験車両＞＜試験車両＞＜試験車両＞＜試験車両＞
小型乗用車小型乗用車小型乗用車小型乗用車1111台、軽台、軽台、軽台、軽自動車自動車自動車自動車3333台台台台（排（排（排（排出出出出ガス試験と同じ車両にて実施）ガス試験と同じ車両にて実施）ガス試験と同じ車両にて実施）ガス試験と同じ車両にて実施）

＜＜＜＜評価評価評価評価モード＞モード＞モード＞モード＞
T50T50T50T50 （高温側）：（高温側）：（高温側）：（高温側）：運転性能運転性能運転性能運転性能に及ぼす影響に及ぼす影響に及ぼす影響に及ぼす影響
運転性評価モード運転性評価モード運転性評価モード運転性評価モード((((石油学会法石油学会法石油学会法石油学会法 ColdColdColdColdスタートスタートスタートスタート, Hot, Hot, Hot, Hotスタートスタートスタートスタート））））、試験室温、試験室温、試験室温、試験室温:20:20:20:20℃℃℃℃

T50T50T50T50 （低温側）：（低温側）：（低温側）：（低温側）：高温運転性能高温運転性能高温運転性能高温運転性能に及ぼす影響に及ぼす影響に及ぼす影響に及ぼす影響
石油学会法石油学会法石油学会法石油学会法 「「「「高速走行、渋滞走行」試験高速走行、渋滞走行」試験高速走行、渋滞走行」試験高速走行、渋滞走行」試験、六甲山登山モード、試験室温、六甲山登山モード、試験室温、六甲山登山モード、試験室温、六甲山登山モード、試験室温:35:35:35:35℃℃℃℃

＜＜＜＜評価項目評価項目評価項目評価項目＞＞＞＞
加速性、始動性、デメリット点数加速性、始動性、デメリット点数加速性、始動性、デメリット点数加速性、始動性、デメリット点数
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運転性評価モード運転性評価モード運転性評価モード運転性評価モード 石油学会法石油学会法石油学会法石油学会法

加速性：加速開始から加速性：加速開始から加速性：加速開始から加速性：加速開始から40km/40km/40km/40km/hhhh到達到達到達到達までの加速時間にて評価までの加速時間にて評価までの加速時間にて評価までの加速時間にて評価

運転性への影響調査運転性への影響調査運転性への影響調査運転性への影響調査 －－－－ 運転性評価モード運転性評価モード運転性評価モード運転性評価モード

始動始動始動始動性：性：性：性：電圧低下開始時点から電圧低下開始時点から電圧低下開始時点から電圧低下開始時点から1000rpm1000rpm1000rpm1000rpm到達までの始動時間到達までの始動時間到達までの始動時間到達までの始動時間にて評価にて評価にて評価にて評価

＜評価項目＞＜評価項目＞＜評価項目＞＜評価項目＞

試験室温：20℃
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回
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数
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ン
回

転
数

エ
ン
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ン
回

転
数

時間時間時間時間

3sec

3sec

Dﾚﾝｼﾞ

車速：40km/h

ｱｸｾﾙ開度:
30-50%

アイドル

3sec

加減速

Cold試験：20回
Hot試験：10回

始動（Nﾚﾝｼﾞ）

エ
ン
ジ
ン
回

転
数

エ
ン
ジ
ン
回

転
数

エ
ン
ジ
ン
回

転
数

エ
ン
ジ
ン
回

転
数

時間時間時間時間

3sec

3sec

Dﾚﾝｼﾞ

車速：40km/h

ｱｸｾﾙ開度:
30-50%

アイドル

3sec

加減速

Cold試験：20回
Hot試験：10回

始動（Nﾚﾝｼﾞ）

10sec

加減速加減速加減速加減速

冷機始動冷機始動冷機始動冷機始動：：：：20202020回回回回

暖機始動暖機始動暖機始動暖機始動：：：：10101010回回回回

3

加減速加減速加減速加減速

冷機始動（冷機始動（冷機始動（冷機始動（ColdColdColdColdスタート）：スタート）：スタート）：スタート）：20202020回回回回

暖機始動（暖機始動（暖機始動（暖機始動（HotHotHotHotスタート）スタート）スタート）スタート） ：：：：10101010回回回回
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試験室温度試験室温度試験室温度試験室温度 20202020℃℃℃℃

始動性始動性始動性始動性 －－－－ 始動時間始動時間始動時間始動時間、、、、ColdColdColdColdスタートスタートスタートスタート

車両車両車両車両DBDBDBDBではではではではT50T50T50T50：：：：110110110110℃℃℃℃ででででE0E0E0E0よりよりよりよりE10E10E10E10のののの始動時間始動時間始動時間始動時間がががが増加増加増加増加傾向傾向傾向傾向が見られたが見られたが見られたが見られた。。。。
車両車両車両車両AAAAAAAAではではではではT50T50T50T50：：：：110110110110℃℃℃℃においてにおいてにおいてにおいてT90T90T90T90：：：：JISJISJISJIS上限域のみ上限域のみ上限域のみ上限域のみE10E10E10E10の影響が見られた。の影響が見られた。の影響が見られた。の影響が見られた。

車両車両車両車両EAEAEAEA
((((直噴直噴直噴直噴////過給過給過給過給））））

車両車両車両車両AA AA AA AA 
（（（（PFIPFIPFIPFI））））

車両車両車両車両DDDDA A A A 
（（（（PFIPFIPFIPFI））））
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(PFI/(PFI/(PFI/(PFI/過給）過給）過給）過給）
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1000rpmに到達せず

JIS JIS

◆ E0 T90：150℃
■ E10 T90：150℃
◇ E0 T90：JIS上限域

□ E10 T90：JIS上限域

△ETBE23 T90：JIS上限域
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運転性への影響調査結果運転性への影響調査結果運転性への影響調査結果運転性への影響調査結果

試験室温度試験室温度試験室温度試験室温度: 20 ˚̊̊̊C

・・・・ColdColdColdColdスタート試験では、スタート試験では、スタート試験では、スタート試験では、T50T50T50T50：：：：110110110110℃℃℃℃ででででE10E10E10E10の影響が見られた場合があった。その場合、の影響が見られた場合があった。その場合、の影響が見られた場合があった。その場合、の影響が見られた場合があった。その場合、
ＴＴＴＴ90909090：：：：150150150150℃℃℃℃よりもＴよりもＴよりもＴよりもＴ90909090：：：：JISJISJISJIS上限域の方が影響が現れる傾向の場合もあった。上限域の方が影響が現れる傾向の場合もあった。上限域の方が影響が現れる傾向の場合もあった。上限域の方が影響が現れる傾向の場合もあった。

・・・・HotHotHotHotスタート試験では、スタート試験では、スタート試験では、スタート試験では、 E10E10E10E10の影響は見られなかった。の影響は見られなかった。の影響は見られなかった。の影響は見られなかった。

E10E10E10E10における傾向（における傾向（における傾向（における傾向（ E0E0E0E0との比較）との比較）との比較）との比較）

T90, ℃℃℃℃
T50, ℃℃℃℃ 100 110 90 100 110 100 110 90 100 110

始動時間始動時間始動時間始動時間 →→→→ 1/3台台台台 →→→→ →→→→ 2/4台台台台 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→

加速時間加速時間加速時間加速時間 →→→→ 2/3台台台台 →→→→ →→→→ 2/4台台台台 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→

デメリット点デメリット点デメリット点デメリット点
数数数数 →→→→ 2/3台台台台 →→→→ →→→→ 2/4台台台台 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→ →→→→

150 180
Hotスタートスタートスタートスタート

4輪車4輪車4輪車4輪車
Coldスタートスタートスタートスタート

180150

：E0に比較してE10は増加／ばらつく傾向

：E0とE10で差なし
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六甲山登山モード六甲山登山モード六甲山登山モード六甲山登山モード
石油学会法石油学会法石油学会法石油学会法

「高速走行、渋滞走行」試験「高速走行、渋滞走行」試験「高速走行、渋滞走行」試験「高速走行、渋滞走行」試験 
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ｿｰｸ後

性能

ｱｲﾄﾞﾙ

ｿｰｸ

ｱｲﾄﾞﾙ

ｿｰｸ後

性能

給油 始動性評価

加速性

評価

加速性

評価

加速性

評価

始動性評価

100km/h

40km/h 40km/h 40km/h

80km/h 80km/h 80km/h

100km/h100km/h

120km/h 120km/h120km/h

高温運転性試験－走行モード

加速性：加速性：加速性：加速性：40km/h40km/h40km/h40km/hから石油学会法ではから石油学会法ではから石油学会法ではから石油学会法では100km/h100km/h100km/h100km/h（（（（80km/h80km/h80km/h80km/h）、）、）、）、120km/h120km/h120km/h120km/h、（、（、（、（100km/h100km/h100km/h100km/h））））
六甲山登山モードでは六甲山登山モードでは六甲山登山モードでは六甲山登山モードでは120km120km120km120km（（（（100km/h100km/h100km/h100km/h）到達までの加速時間にて評価。）到達までの加速時間にて評価。）到達までの加速時間にて評価。）到達までの加速時間にて評価。
（軽自動車は括弧内の速度とする）（軽自動車は括弧内の速度とする）（軽自動車は括弧内の速度とする）（軽自動車は括弧内の速度とする）

始動始動始動始動性：性：性：性：電圧低下開始時点から電圧低下開始時点から電圧低下開始時点から電圧低下開始時点から1000rpm1000rpm1000rpm1000rpm到達までの始動時間到達までの始動時間到達までの始動時間到達までの始動時間にて評価にて評価にて評価にて評価

＜評価項目＞＜評価項目＞＜評価項目＞＜評価項目＞ 試験室温：試験室温：試験室温：試験室温：35353535℃℃℃℃
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※エンジンキーオフ時間はﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰﾊﾟｲﾌﾟ

温度が最も高くなる時間とする。

100 100km/h
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T50T50T50T50：：：：JISJISJISJIS下限域での下限域での下限域での下限域でのE10E10E10E10の影響は見られなかったの影響は見られなかったの影響は見られなかったの影響は見られなかった

→: E0とE10で差なし

高温運転性への影響調査結果高温運転性への影響調査結果高温運転性への影響調査結果高温運転性への影響調査結果

E10E10E10E10における傾向（における傾向（における傾向（における傾向（ E0E0E0E0との比較）との比較）との比較）との比較）

ベースベースベースベース

性能性能性能性能

ｷｰｵﾌｷｰｵﾌｷｰｵﾌｷｰｵﾌ

ｿｰｸ後ｿｰｸ後ｿｰｸ後ｿｰｸ後

ｱｲﾄﾞﾙｱｲﾄﾞﾙｱｲﾄﾞﾙｱｲﾄﾞﾙ

ｿｰｸ後ｿｰｸ後ｿｰｸ後ｿｰｸ後

始動時間始動時間始動時間始動時間 →→→→ →→→→ →→→→

加速時間加速時間加速時間加速時間 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→

デメリット点数デメリット点数デメリット点数デメリット点数 →→→→ →→→→ →→→→ →→→→

4輪車4輪車4輪車4輪車

六甲山六甲山六甲山六甲山

登山登山登山登山

モードモードモードモード

石油学会法石油学会法石油学会法石油学会法

「高速走行、渋滞走行試験」「高速走行、渋滞走行試験」「高速走行、渋滞走行試験」「高速走行、渋滞走行試験」
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T50はT50はT50はT50は
沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる
基材で調整基材で調整基材で調整基材で調整

T50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限を
下回る可能性下回る可能性下回る可能性下回る可能性

蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧
（RVP）（RVP）（RVP）（RVP）

7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加
（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量

増加）増加）増加）増加）

ﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜く
などで調整などで調整などで調整などで調整

　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量
　増加の影響　増加の影響　増加の影響　増加の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

材料適合性材料適合性材料適合性材料適合性
（ゴム）（ゴム）（ゴム）（ゴム）

ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過 ----
　透過の影響　透過の影響　透過の影響　透過の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

金属腐食金属腐食金属腐食金属腐食
酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影

響有り？響有り？響有り？響有り？

ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂
の膨潤の膨潤の膨潤の膨潤

ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影
響有り？響有り？響有り？響有り？

燃料品質燃料品質燃料品質燃料品質
エタノール10％エタノール10％エタノール10％エタノール10％
混合による燃料混合による燃料混合による燃料混合による燃料
品質への影響品質への影響品質への影響品質への影響

燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される
主な課題主な課題主な課題主な課題

保存安定性保存安定性保存安定性保存安定性
（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ
ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）

車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム
への影響への影響への影響への影響

④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影
響調査響調査響調査響調査

車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題 研究項目研究項目研究項目研究項目

①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO2222への影への影への影への影

響調査響調査響調査響調査

②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査
・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握
・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握

③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調
査査査査
・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）
・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響
把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）

蒸留性状蒸留性状蒸留性状蒸留性状

50％50％50％50％
留出温度留出温度留出温度留出温度

10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下

　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留
　特性の影響　特性の影響　特性の影響　特性の影響
　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス
　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性
（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転
性）性）性）性）

E10が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響
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幅広い幅広い幅広い幅広い車両に対して車両蒸発ガスの排出挙動を把握すると車両に対して車両蒸発ガスの排出挙動を把握すると車両に対して車両蒸発ガスの排出挙動を把握すると車両に対して車両蒸発ガスの排出挙動を把握すると共共共共に、に、に、に、E10の燃料の燃料の燃料の燃料ララララインインインイン
からのからのからのからの浸透揮浸透揮浸透揮浸透揮発による蒸発ガス増加等の実態を把握し、発による蒸発ガス増加等の実態を把握し、発による蒸発ガス増加等の実態を把握し、発による蒸発ガス増加等の実態を把握し、 ガソリン用ガソリン用ガソリン用ガソリン用ババババイイイイオオオオ燃料の燃燃料の燃燃料の燃燃料の燃

料品質の影響を料品質の影響を料品質の影響を料品質の影響を検討検討検討検討するするするする

③車両蒸発ガスへの影響調査③車両蒸発ガスへの影響調査③車両蒸発ガスへの影響調査③車両蒸発ガスへの影響調査

＜試験車両＞＜試験車両＞＜試験車両＞＜試験車両＞
小型乗用車小型乗用車小型乗用車小型乗用車1111台台台台（（（（RRRRLLLLのみ）のみ）のみ）のみ） 、軽、軽、軽、軽自動車自動車自動車自動車3333台台台台 （排（排（排（排出出出出ガス試験と同じ車両にて実施）ガス試験と同じ車両にて実施）ガス試験と同じ車両にて実施）ガス試験と同じ車両にて実施）

＜試験燃料＞＜試験燃料＞＜試験燃料＞＜試験燃料＞
E0E0E0E0 ：：：：RVP RVP RVP RVP 66665555、、、、72kP72kP72kP72kPaaaa (RVP (RVP (RVP (RVPのののの感感感感度を度を度を度を把握把握把握把握のためのためのためのため))))
E10E10E10E10、、、、ETBE23ETBE23ETBE23ETBE23：：：：RVP RVP RVP RVP 66665kP5kP5kP5kPaaaa

＜試験条件＞＜試験条件＞＜試験条件＞＜試験条件＞
夏夏夏夏場場場場想想想想定（定（定（定（環境環境環境環境温度：温度：温度：温度：RRRRLLLL35353535℃℃℃℃、、、、DBDBDBDBLLLL20202020－－－－35353535℃℃℃℃））））

＜＜＜＜評価項目評価項目評価項目評価項目＞＞＞＞
ラララランンンンニニニニンンンングログログログロス（走行時の蒸発ガス：ス（走行時の蒸発ガス：ス（走行時の蒸発ガス：ス（走行時の蒸発ガス：RRRRLLLL））））、、、、ホホホホットソーットソーットソーットソークロクロクロクロス（走行ス（走行ス（走行ス（走行後後後後の蒸発ガス：の蒸発ガス：の蒸発ガス：の蒸発ガス：HSHSHSHSLLLL）、）、）、）、
ダダダダイアイアイアイアナナナナルブリージンルブリージンルブリージンルブリージングログログログロス（ス（ス（ス（駐駐駐駐車時の蒸発ガス：車時の蒸発ガス：車時の蒸発ガス：車時の蒸発ガス：DBDBDBDBLLLL））））
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車両蒸発ガス評価－評価設備車両蒸発ガス評価－評価設備車両蒸発ガス評価－評価設備車両蒸発ガス評価－評価設備

ソークエリア

エンジン 吸入空気

ﾀﾞｲｱﾅﾙﾛｽ(DBL）ﾃｽﾄ時

車両位置

空調装置

ＴＢ

パージ空気

SHED

機械室

DBLﾃｽﾄ時仕切扉

ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾛｽ（RL）ﾃｽﾄ

ﾎｯﾄｿｰｸ（HSL）ﾃｽﾄ時

車両位置
48Ｂﾀﾞｲﾅﾓ

車速風

ソークエリア

エンジン 吸入空気

ﾀﾞｲｱﾅﾙﾛｽ(DBL）ﾃｽﾄ時

車両位置

空調装置

ＴＢ

パージ空気

SHED

機械室

DBLﾃｽﾄ時仕切扉

ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾛｽ（RL）ﾃｽﾄ

ﾎｯﾄｿｰｸ（HSL）ﾃｽﾄ時

車両位置

ＴＨＣ
測定装置

ソークエリア

エンジン 吸入空気

ﾀﾞｲｱﾅﾙﾛｽ(DBL）ﾃｽﾄ時

車両位置

空調装置

ＴＢ

パージ空気

SHED

機械室

DBL

ＴＢ

パージ空気

SHED

機械室

DBLﾃｽﾄ時仕切扉

ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾛｽ（RL）ﾃｽﾄ

ﾎｯﾄｿｰｸ（HSL）ﾃｽﾄ時

車両位置
48Ｂﾀﾞｲﾅﾓ

車速風

ソークエリア

エンジン 吸入空気

ﾀﾞｲｱﾅﾙﾛｽ(DBL）ﾃｽﾄ時

車両位置

空調装置

ＴＢ

パージ空気

SHED

機械室

DBLﾃｽﾄ時仕切扉

ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾛｽ（RL）ﾃｽﾄ

ﾎｯﾄｿｰｸ（HSL）ﾃｽﾄ時

車両位置

ＴＨＣ
測定装置

SHED（（（（Sealed Housing for Evaporative Determination））））シシシシステムを用いて測定ステムを用いて測定ステムを用いて測定ステムを用いて測定
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車両車両車両車両EA

車両車両車両車両DB

■■■■ E0
■■■■ E10
■■■■ ETBE23

車両蒸発ガス、車両蒸発ガス、車両蒸発ガス、車両蒸発ガス、HSLHSLHSLHSL ＋＋＋＋ 24h24h24h24h‐‐‐‐DBLDBLDBLDBL

車両車両車両車両AA ＨＨＨＨ19年度先行研究データ（平均値）年度先行研究データ（平均値）年度先行研究データ（平均値）年度先行研究データ（平均値）

車両車両車両車両DA

0

1

2

3

蒸
発
ガ
ス
量
（
g/
te
st
）

62.0kPa 64.0kPa

RVP RVP

0

1

2

3

1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目

蒸
発
ガ
ス
量
（
g/
te
st
）

64.5kPa 71.5kPa 59.5kPa65.5kPa

RVP RVP RVP RVP

0

1

2

3

1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目

蒸
発

ガ
ス
量

（
g/
te
st
）

64.5kPa 71.5kPa 59.5kPa65.5kPa

RVP RVP RVP RVP

0

1

2

3

1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目

蒸
発

ガ
ス
量

（
g/
te
st
）

64.5kPa 71.5kPa 59.5kPa65.5kPa

RVP RVP RVP RVP

先先先先行行行行研究研究研究研究で実施した車両で実施した車両で実施した車両で実施した車両AAAAAAAAではではではではE10E10E10E10の影響は見られたが、の影響は見られたが、の影響は見られたが、の影響は見られたが、今今今今回実施した回実施した回実施した回実施した
車両車両車両車両EAEAEAEA、、、、DADADADA、、、、DBDBDBDBにおいてにおいてにおいてにおいてE10E10E10E10ととととE0E0E0E0にににに顕著顕著顕著顕著な差は見られなかったな差は見られなかったな差は見られなかったな差は見られなかった。。。。
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0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目

蒸
発

ガ
ス
量

（
g/

km
） RVP

64.5kPa

RVP

71.5kPa

RVP

59.5kPa

RVP

65.5kPa

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目

蒸
発

ガ
ス
量

（
g/

km
） RVP

64.5kPa

RVP

71.5kPa

RVP

59.5kPa

RVP

65.5kPa

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目

蒸
発
ガ
ス
量

（
g/

km
） RVP

64.5kPa

RVP

71.5kPa

RVP

59.5kPa

RVP

65.5kPa

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

1回目 2回目 1回目 2回目 3回目 4回目 1回目 2回目 1回目 2回目

蒸
発

ガ
ス
量

（
g/

km
） RVP

64.5kPa

RVP

71.5kPa

RVP

59.5kPa

RVP

65.5kPa

E10E10E10E10ととととE0E0E0E0にににに顕著顕著顕著顕著な差は見られなかったな差は見られなかったな差は見られなかったな差は見られなかった

車両車両車両車両AA

■■■■ E0E0E0E0
■■■■ E10E10E10E10
■■■■ ETBE23ETBE23ETBE23ETBE23

車両蒸発ガス、車両蒸発ガス、車両蒸発ガス、車両蒸発ガス、RLRLRLRL

車両車両車両車両EA

車両車両車両車両DA 車両車両車両車両DB
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T50はT50はT50はT50は
沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる沸点の異なる
基材で調整基材で調整基材で調整基材で調整

T50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限をT50がJIS下限を
下回る可能性下回る可能性下回る可能性下回る可能性

蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧
（RVP）（RVP）（RVP）（RVP）

7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加
（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量

増加）増加）増加）増加）

ﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜くﾌﾞﾀﾝを抜く
などで調整などで調整などで調整などで調整

　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量　高温での蒸発量
　増加の影響　増加の影響　増加の影響　増加の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

材料適合性材料適合性材料適合性材料適合性
（ゴム）（ゴム）（ゴム）（ゴム）

ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過 ----
　透過の影響　透過の影響　透過の影響　透過の影響
　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス　⇒車両蒸発ガス

金属腐食金属腐食金属腐食金属腐食
酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影酸化安定性への影

響有り？響有り？響有り？響有り？

ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂
の膨潤の膨潤の膨潤の膨潤

ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影ガム分増加等の影
響有り？響有り？響有り？響有り？

燃料品質燃料品質燃料品質燃料品質
エタノール10％エタノール10％エタノール10％エタノール10％
混合による燃料混合による燃料混合による燃料混合による燃料
品質への影響品質への影響品質への影響品質への影響

燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される燃料の想定される
主な課題主な課題主な課題主な課題

保存安定性保存安定性保存安定性保存安定性
（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ
ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）

車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム車両燃料システム
への影響への影響への影響への影響

④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影
響調査響調査響調査響調査

車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題車両性能の主な課題 研究項目研究項目研究項目研究項目

①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO2222への影への影への影への影

響調査響調査響調査響調査

②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査
・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握
・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握

③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調
査査査査
・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）
・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響
把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）

蒸留性状蒸留性状蒸留性状蒸留性状

50％50％50％50％
留出温度留出温度留出温度留出温度

10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下

　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留　従来と異なる蒸留
　特性の影響　特性の影響　特性の影響　特性の影響
　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス　⇒排出ガス
　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性　⇒運転性
（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転（低T50：高温運転
性）性）性）性）

E10E10E10E10が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響が燃料品質に与える影響
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④材料による燃料性状への影響調査④材料による燃料性状への影響調査④材料による燃料性状への影響調査④材料による燃料性状への影響調査

＜試験材料＞＜試験材料＞＜試験材料＞＜試験材料＞
燃料燃料燃料燃料供給供給供給供給系系系系統統統統に用いられている金属・ゴム・に用いられている金属・ゴム・に用いられている金属・ゴム・に用いられている金属・ゴム・樹脂樹脂樹脂樹脂材料を材料を材料を材料を選選選選定した定した定した定した
– 金属（金属（金属（金属（5種類種類種類種類））））亜鉛亜鉛亜鉛亜鉛、、、、錫錫錫錫、、、、鋼鋼鋼鋼、、、、銅銅銅銅、、、、ニニニニッッッッケケケケルルルル
– ｺﾞﾑｺﾞﾑｺﾞﾑｺﾞﾑ（（（（3種類種類種類種類）））） フフフフッッッッ素素素素ｺﾞﾑｺﾞﾑｺﾞﾑｺﾞﾑ（（（（KFM）、）、）、）、ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ（（（（NBR）、）、）、）、ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ・・・・塩塩塩塩化化化化ﾋﾞﾆﾙﾋﾞﾆﾙﾋﾞﾆﾙﾋﾞﾆﾙ（（（（NBR････PVC））））
– 樹脂樹脂樹脂樹脂材料（材料（材料（材料（3種類種類種類種類）））） ﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞ樹脂樹脂樹脂樹脂（（（（ﾅｲﾛﾝﾅｲﾛﾝﾅｲﾛﾝﾅｲﾛﾝ）、）、）、）、ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂樹脂樹脂樹脂（（（（PA）、）、）、）、ﾌｪﾉｰﾙﾌｪﾉｰﾙﾌｪﾉｰﾙﾌｪﾉｰﾙ樹脂樹脂樹脂樹脂

＜試験燃料＞＜試験燃料＞＜試験燃料＞＜試験燃料＞
– E0ガソリン、ガソリン、ガソリン、ガソリン、E10ガソリン（スプガソリン（スプガソリン（スプガソリン（スプララララッッッッシュシュシュシュ・ブレンド）・ブレンド）・ブレンド）・ブレンド）

＜試験条件＞＜試験条件＞＜試験条件＞＜試験条件＞
– 金属材料：金属材料：金属材料：金属材料：100℃℃℃℃ 480hr、、、、樹脂樹脂樹脂樹脂・ゴム材料：・ゴム材料：・ゴム材料：・ゴム材料：70℃℃℃℃ 720hr

＜評価項目＞＜評価項目＞＜評価項目＞＜評価項目＞
材料材料材料材料浸漬浸漬浸漬浸漬による燃料性状への影響を評価による燃料性状への影響を評価による燃料性状への影響を評価による燃料性状への影響を評価（（（（E0ガソリンとガソリンとガソリンとガソリンとE10ガソリンへの影響の違いに着目）ガソリンへの影響の違いに着目）ガソリンへの影響の違いに着目）ガソリンへの影響の違いに着目）

– 未洗浄未洗浄未洗浄未洗浄ガムガムガムガム分分分分、、、、洗浄洗浄洗浄洗浄ガムガムガムガム分分分分、、、、過酸過酸過酸過酸化化化化物物物物価、価、価、価、酸酸酸酸化化化化安安安安定度定度定度定度

長期長期長期長期間間間間放置放置放置放置したときの燃料したときの燃料したときの燃料したときの燃料供給供給供給供給系系系系統統統統の材料がの材料がの材料がの材料がE10燃料品質（燃料品質（燃料品質（燃料品質（酸酸酸酸化化化化安安安安定性、ガム定性、ガム定性、ガム定性、ガム分分分分

等）に等）に等）に等）に与え与え与え与える影響について把握するる影響について把握するる影響について把握するる影響について把握する
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各種材料の燃料への影響評価結果各種材料の燃料への影響評価結果各種材料の燃料への影響評価結果各種材料の燃料への影響評価結果

金属材料の影響金属材料の影響金属材料の影響金属材料の影響 ゴム・樹脂材料の影響ゴム・樹脂材料の影響ゴム・樹脂材料の影響ゴム・樹脂材料の影響

洗浄ガム分洗浄ガム分洗浄ガム分洗浄ガム分：ガソリンを：ガソリンを：ガソリンを：ガソリンを揮揮揮揮発さ発さ発さ発させせせせ、、、、不揮不揮不揮不揮発発発発分分分分をををを溶剤溶剤溶剤溶剤でででで洗浄洗浄洗浄洗浄したしたしたした後後後後のののの残渣物残渣物残渣物残渣物

E0/E10E0/E10E0/E10E0/E10の影響にの影響にの影響にの影響に顕著顕著顕著顕著な差は見らな差は見らな差は見らな差は見ら
れなかった。れなかった。れなかった。れなかった。

NBRNBRNBRNBR、、、、NBR/PVCNBR/PVCNBR/PVCNBR/PVCにおいて、において、において、において、E10E10E10E10ガガガガ
ソリンソリンソリンソリン中中中中のガムのガムのガムのガム値値値値が増加する傾が増加する傾が増加する傾が増加する傾
向が見られた。向が見られた。向が見られた。向が見られた。
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調査調査調査調査結果まとめ結果まとめ結果まとめ結果まとめ

日本市日本市日本市日本市場にある場にある場にある場にある既販既販既販既販車を用いた試験では、車を用いた試験では、車を用いた試験では、車を用いた試験では、E10E10E10E10の影響が見られた場合があった。の影響が見られた場合があった。の影響が見られた場合があった。の影響が見られた場合があった。

E10E10E10E10導入導入導入導入時には、時には、時には、時には、ここここれらの影響にれらの影響にれらの影響にれらの影響に注意注意注意注意をををを払う必払う必払う必払う必要がある。要がある。要がある。要がある。

蒸気圧蒸気圧蒸気圧蒸気圧
（RVP）（RVP）（RVP）（RVP）

7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加7kPa程度増加
（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量（高温の蒸発量

増加）増加）増加）増加）

材料適合性材料適合性材料適合性材料適合性
（ゴム）（ゴム）（ゴム）（ゴム）

ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過ゴム材の透過

金属腐食金属腐食金属腐食金属腐食

ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂ゴム材、樹脂
の膨潤の膨潤の膨潤の膨潤

ゴム材によりE10の方が燃料中のゴム材によりE10の方が燃料中のゴム材によりE10の方が燃料中のゴム材によりE10の方が燃料中の
ガム値増加が見られた。ガム値増加が見られた。ガム値増加が見られた。ガム値増加が見られた。

金属による燃料品質への影響は金属による燃料品質への影響は金属による燃料品質への影響は金属による燃料品質への影響は
E0とE10で差は見られなかった。E0とE10で差は見られなかった。E0とE10で差は見られなかった。E0とE10で差は見られなかった。

調査結果調査結果調査結果調査結果

T50のJIS上限域（110℃）で車によT50のJIS上限域（110℃）で車によT50のJIS上限域（110℃）で車によT50のJIS上限域（110℃）で車によ
りE10の影響が見られた。りE10の影響が見られた。りE10の影響が見られた。りE10の影響が見られた。

T50下限域を含め、それ以外の範T50下限域を含め、それ以外の範T50下限域を含め、それ以外の範T50下限域を含め、それ以外の範
囲ではT50によるE10の影響は見囲ではT50によるE10の影響は見囲ではT50によるE10の影響は見囲ではT50によるE10の影響は見
られなかった。られなかった。られなかった。られなかった。

本WGで実施した供試車両では、本WGで実施した供試車両では、本WGで実施した供試車両では、本WGで実施した供試車両では、
E10の顕著な影響は見られなかっE10の顕著な影響は見られなかっE10の顕著な影響は見られなかっE10の顕著な影響は見られなかっ
た。た。た。た。

（先行研究WGで実施した車両でE10の（先行研究WGで実施した車両でE10の（先行研究WGで実施した車両でE10の（先行研究WGで実施した車両でE10の
HSL＋DBLへの影響は見られた）HSL＋DBLへの影響は見られた）HSL＋DBLへの影響は見られた）HSL＋DBLへの影響は見られた）

研究項目研究項目研究項目研究項目

①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO①排出ガス、燃費/CO2222への影への影への影への影
響調査響調査響調査響調査

②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査②運転性能への影響調査
・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握・T50（高温側）の影響の把握
・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握・T50（低温側）の影響の把握

③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調③車両蒸発ガスへの影響調
査査査査
・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）・透過の影響把握（駐停車時）
・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響・高温での蒸発量増加の影響
把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）把握（運転時）

保存安定性保存安定性保存安定性保存安定性
（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ（金属、ゴ
ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）ム、樹脂）

蒸留性状蒸留性状蒸留性状蒸留性状

50％50％50％50％
留出温度留出温度留出温度留出温度

10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下10℃程度低下

燃料品質燃料品質燃料品質燃料品質
エタノール10％エタノール10％エタノール10％エタノール10％
混合による燃料混合による燃料混合による燃料混合による燃料
品質への影響品質への影響品質への影響品質への影響

④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影④材料による燃料性状への影
響調査響調査響調査響調査


